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　「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」の第1作業部会は、2007年 2月 2日第4次の評価報
告書を公表した。この報告書は、地球温暖化に関する自然科学的な根拠について、2001年に発表され
た IPCC第 3次報告書以降の最新の知見をまとめたものである。報告書では、実際の観測により1906
年～ 2005年の 100年間で世界平均気温が0.74℃上昇し、海面水位も0.17m上昇していることな
どから、気候システムに温暖化が起こっていると断定し、また、人為的起源の温室効果ガスの増加が温暖
化の原因である可能性がかなり高いとしている。さらに、将来を予測した6つのシナリオのうち最悪の
場合には、21世紀末 （2090年～2099年）の平均気温は最大6.4℃上昇し、海面水位は最大59cm
上昇すると予測している。今後 IPCCからは、社会・経済への影響等を評価する第2作業部会、気候変
化への対応策を評価する第3作業部会の報告書が順次公表される予定である。
トピックス2　目指す社会によって変わりうる将来の温暖化予測
　「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」の第
１作業部会は、2007 年２月２日第４次の評価報告
書（「気候変動2007：自然科学的根拠」）を公表した。
この報告書は、地球温暖化に関して自然科学的な
観点から見た根拠について、2001 年に発表された
IPCC第３次報告書以降の最新の知見をまとめたも
のである。
　今回発表された報告書では、大気や海洋の世界
平均温度の上昇、世界平均海面水位の上昇、雪氷
の広範囲な融解などから、気候システムに温暖化
が起こっていると断定するとともに、人為的起源
の温室効果ガスの増加が温暖化の原因である可能
性がかなり高い（確率は 90％以上）とした。実際
の観測によって、過去 100 年での世界平均気温は
0.74℃（1906 年～ 2005 年）上昇し、100 年で 0.6℃
とした第 3次評価報告書（1901年～ 2000年）に比
べて温暖化が加速しており、海面水位も 0.17m上
昇したと発表された。この他、温暖化や大気中の
水蒸気の増加とともに、集中豪雨が世界的に増加
している一方で、干ばつの影響を受ける地域が拡
大している。北極海の海氷面積は近年急速に減少
し、グリーンランドや南極大陸の氷床の融解も確
認されている。
　第１作業部会では、将来予測として図表のよう
な６つのシナリオ注）を想定し、シナリオによって
平均気温の上昇や海面水位の上昇は変わりうるこ
とを示した。21世紀末（2090年～ 2099年）の平均
気温上昇は、1980年～ 1999年に比べ、例えば環境
の保全と経済の発展が地球規模で両立する社会（B1
「持続発展型社会シナリオ」）においては、平均
1.8℃（1.1℃～ 2.9℃）上昇する。一方、化石エネル
ギー源を重視しつつ高い経済成長を実現する社会
（A1FI「化石エネルギー源重視」）では平均4.0℃（2.4℃
～ 6.4℃）上昇すると予測している。同様に、平均
海面水位上昇は、B1シナリオでは 18cm～ 38cm、
A1FI シナリオでは 26cm～ 59cmと予測されてい
る。前回の第 3次評価報告書ではシナリオ毎の区
別はせず、平均気温の上昇を1.4℃～ 5.8℃、海面水
位の上昇を９cm～ 88cmと予測していた。
　この他、今回の報告書では、積雪面積や極域の
海氷は縮小し、北極海の晩夏における海氷が 21世
紀後半までにほぼ完全に消滅すると予測している。
また、熱帯の海面水温の上昇に伴い熱帯低気圧の
強度は強まり、最大風速や降水強度は増加すると
の予測や、大気中の二酸化炭素濃度の上昇に伴い、
海洋の酸性化が進行するとの予測もなされている。
　今後 IPCCからは、社会・経済への影響等を評価
する第 2作業部会、気候変化への対応策を評価す
る第 3作業部会の報告書が順次公表される予定で
ある。
注：「排出シナリオに関する特別報告（SRES）」に規定する
各シナリオで 1980～ 1999年を基準とした上昇量
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を基に作成
??
シナリオ 平均気温上昇（℃）
海面水位
上昇（m）
A1
「高成長社会シナ
リオ」
高度経済成長が
続き、新技術や
高効率化技術が
急速に導入され
る未来社会
A1FI： 化石エネルギー源
重視
4.0
（2.4 ～ 6.4）
0.26 ～ 0.59
A1T： 非化石エネルギー
源重視
2.4
（1.4 ～ 3.8）
0.20 ～ 0.45
A1B： 各エネルギー源の
バランスを重視
2.8
（1.7 ～ 4.4）
0.21 ～ 0.48
A2
「多元化社会シナリオ」
世界人口は増加を続ける。世界経済や政治は
ブロック化され、経済成長は低く、環境への
関心も相対的に低い
3.4
（2.0 ～ 5.4）
0.23 ～ 0.51
B1
「持続発展型社会シナリオ」
世界間格差が縮小した世界。環境の保全と経
済の発展を地球規模で両立する
1.8
（1.1 ～ 2.9）
0.18 ～ 0.38
B2
「地域共存型社会シナリオ」
経済、社会及び環境の持続可能性を確保する
ための地域的対策に重点が置かれる世界。経
済発展は中間的なレベルにとどまり、環境問
題等は各地域で解決が図られる
2.4
（1.4 ～ 3.8）
0.20 ～ 0.43
6 つのシナリオによる 21 世紀末（2090 年～ 2099 年）の世
界平均気温と世界平均海面水位の予測値
